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　既明保地域コミュニティセンターは、他地区

に位置し、使用の不便性、老朽化などから、明

保地区の中心部への移築が長年の課題でした

が、本年4月に駒生運動公園の南側のちびっ子

広場の一画へ移転しました。

　3月29日のオープン以来、地区団体の行事

をはじめ、利用サークル・クラブなどが活用し、

日々満杯の盛況振りです。

　コミュニティコーナーや事務所応接コーナー

には、地域の多くの方々が訪れ、職員の阿部さ

んが心こもるコーヒーをもてなし、談話が行き

交うまちの憩いの場となっています。

　今年の文化祭からコミニティセンター、ち

びっ子広場を中心に開催、梵天祭りの準備に

も利用され、子どもたちの遊び場や週3回行わ

れている老人クラブ・グランドゴルフなど、「ま

ちの人が集まる処」に変貌しつつあります。

新コミュニティセンターオープン
地域まちづくりの拠点として大いに賑わう

テープカット式

鍵引渡し式

地元の髙橋昭彦先生の基調講演



　日本を代表する詩人「野口雨情」は自らの終焉地として、わ
がまち・宇都宮市鶴田町の羽黒山麓を選び、晴耕雨読の日々
を過ごしました。私たちのまちには、雨情への愛着心や畏敬
の念を抱く住民が多く、これらの思いを有形、無形の財産とし
て後世へ伝承することを「まちづくりビジョンの行動プログラ
ム」において策定しています。
　これらの活動をより具体化するため、雨情文化をまちづくり
の活性化に繋げるための≪地域みんなの夢≫実現事業を行う
ことにしました。
○雨情情報コーナーを設けます
　明保地域コミニティセンター内に常設情報コーナー、文化祭には特別情報コーナーを設ける。
○雨情ゆかりのまちを県内外へ情報発信します
　明保地区ホームページを介して、情報発信するとともに宇都宮市文化観光への活性化に繋げる。
○雨情に関わる冊子、パンフレットを作成します
　「雨情が選んだ終焉の地・羽黒山麓」、小学校児童の地域教育用として「雨情と、ゆかりの里」の冊子を作成する。
　また、PR用パンフレットを整備し、県内外から訪れる人たちに配布する。
○雨情に関わる施設などを守ります
　老朽化している旧居、碑などの施設を後世へ伝承するための運動を展開する。
○「雨情の日」を設け、住民参加のイベントを催します
　雨情が没した命日「1月27日」をわがまちの「雨情に日」として、住民参加のイベントを催す。（開催日は至近の
　日曜日とする）

〔日　時〕　平成28年1月24日（日）午後1時30分
〔場　所〕　明保地域コミュニティセンター
〔行事内容〕・第1ステージ:「雨情の詩を歌おう」
　　　　　　 《出演者》 太陽カラオケクラブ　ハーモニカクラブGb　雨情合唱団　明保小学校児童
　　　　　　・第2ステージ:講演会
　　　　　　 （講師）小島延介氏　（テーマ）「雨情とわがまちとのゆかり」

≪地域みんなの夢≫実現事業

《雨情の日》が開催されます。

―雨情文化を活かしたまちづくりー

皆さんのお出かけをお待ちしています!!



　高齢化が急速に進む私たちのまちでは、高齢者が安心して暮らせることを最大の課題として取り組んでいます。
特に漸増している認知症や徘徊者の対応は地域ぐるみで取り組む必要があります。
　地区役員、民生委員、福祉協力員、市職員、宇都宮中央警察署員、地元消防団など約80人参加により、本番さな
がらの合同訓練を行いました。この日は、3コースに分かれ、徘徊者、声かけ、捜査のそれぞれの役割により、情報の
収集、探し出し、声かけ、身元確認、保護などのノウハウを学びました。
　この日は認知症アドバイザー養成研修会を合わせて開催しました｡

　明保地区では、後を絶たない特殊詐欺の被害を私たちのまちから絶対出さないという意気込みで、高齢者交通安
全等アドバイザーの高山實さんが中心となり、明保地区役員が参加し、次の3つを重点項目として
　　＊全世帯の回覧版に注意喚起を促すプリントの貼り付け
　　＊コンビニや銀行の無人ATM、駐車場に注意を呼びかける看板を設置
　　＊専用広報車による巡回パトロール広報
などを掲げて、地域ぐるみの活動を行っています。
　地域の皆さんも、地域の高齢者がオレオレ詐欺などの被害者にならないよう、声かけやアドバイスをお願いします。

高齢者徘徊 声かけ・捜査を合同訓練

地域からは発生させない・特殊詐欺



　明保地区では高齢者が外に出て、人と触れ合うための居

場所づくりを積極的に進めています。それぞれの身体状況

や関係団体の主旨によって、はつらつ教室・自主教室（4サ

ロン）・ふれあい食事会（4グループ）・グランドゴルフ（週

3回）などに集い、おしゃべりしながらのひとときを過ごし

ています。

　空き家を利用した集会所へ、（株）太陽警備保障の高山

實社長から麻雀卓3セットを提供していただき、麻雀サロ

ンがオープンしました。麻雀は脳の活性化を促し、老化防

止に役立つとか。ベテランから初心者（女性が多い）まで、

「賭けない」「吸わない」「飲まない」を趣向した健康麻雀

を楽しんでいます。

雨情健康麻雀クラブがオープン

　周辺地域の住民から永きにわたり、育成牧場として親しまれ、恵まれた広大（約35ヘクタール）な自然環境は住

民にとって自慢かつ誇りでもあり、移転後の環境整備や周辺自治会との折衝などの対応について継続的な維持、管

理運営面などに疑義がありました。10月22日に日本中央競馬会（JRA）本部、競走馬総合研究会と周辺の5つの自

治会（会長、副会長）、オブザーバーとして地元選出議員が集まり、移転状況、跡地利用、今後の維持管理などの話

し合いが行われました。

　2020年に開催される東京オリンピックの馬術競技の会場に、馬事公苑が使用されることから、準備整備のため

馬事公苑の一部が跡地を暫定使用することになり、5年間の限られた期間ではありますが、競走馬や職員で賑わう

ことになりました。

　JRA・競走馬総合研究所と周辺地域（5つの自治会）とは、従来から折衝ごとや情報交換、行事参加など相互の

交流が円滑に行われた経緯から、今後も従来通りの関係を保たれるよう「情報連絡会議」を定期的に開催すること

になりました。

日本中央競馬会・競走馬総合研究所が下野市へ移転

跡地に馬事公苑の一部が暫定利用



　高齢者の買い物負担を少しでも減らそうと、特に高台に

ある羽黒台自治会では、みんなと話し合い「出張産直市」

をオープンしました。道の駅うつのみやろまんちっく村が

運営する「ファーマーズ・フォレスト」と東武百貨店地下1階

で農産物を提供している女性起業グループ「アグリランド

シティショップ」の協力により、月に1回のペースで主に食品

物を販売しています。

　子どもたちが参加し、高齢者の買い物を運ぶ手伝うサー

ビスを行い、お駄賃として綿あめをいただくなど、和気あい

あいの異世代交流の場ともなっています。

　平成28年度は他の自治会での計画があり、将来的には「地域高齢者の買い物救済」（生活用品など）の施策導入

を「まちづくりビジョン」で検討しています。

　明保地区のまちづくりやニュース、お知らせ、行事など、いろいろな情報がパソコン、携帯、スマホなどで見られま
す。宇都宮市のトップページや明保小学校、宮の原中学校とのリンクも可能です。

　　アクセスは　*明保地区明るいまちづくり協議会を書き込みます。
　　　　　　　　　明保地区のみの書き込みでもトップに出てきます。
　　　　　　　　*アドレス　　htpp//:www.u-meiho.jp/　を書き込みます。
　　　　　　　　*右図のQRコードを携帯、スマートフォンで読み取ります。

アクセス・カウントが昨年の4月開局以来、間もなく6,500件になります!　

みんなで知ろう、明保地区のこといろいろ!

買い物お助け「出張産直市」おおいに賑わう

明保地区のホームページにアクセスしよう

★最優秀賞
　春の交通安全運動（宇都宮市中央警察署長）/交通安全協会明保支部
★感謝状
　地域安全活動（宇都宮市中央警察署長・宇都宮防犯協会）/明保地区明るいまちづくり協議会
★表彰状
　老人クラブの運営と活動（栃木県知事）/雨情寿会



　7月26日 今年も子どもたちの健全育成を

祈願し「夏祭り・子どもみこし祭り」が行われ

ました。

　例年通り、大人・子ども神輿、山車、子ども

会の手作り神輿が勢揃いして、羽黒神社まで

練り歩きました。

　羽黒神社広場では、地域の人たちが出店を開き、参加者にふるまいまし

た。ゲームやお囃子、雨情合唱団やよさこい踊りなど、沢山の催し物で盛り

上がり、楽しい一日を過ごしました。

　9月20日 明保小学校体育館にて、明保地区の75歳以

上の方を招待し、盛大に催しされました。

　今年、招待された方は580名≪100歳 2名・88歳15

名≫でした。

　式典の後は、お楽しみ会が行われ、子供達のヒップホップ

ダンスや地域の方のカラオケ、雨情女性クラブと一緒に日

光和楽踊りを踊るなど、楽しい敬老会でした。

　いつまでもお元気で、お過ごし下さい。

　9月26日 明保小学校の校庭と体育館で行いました。

　応急救護、初期消火、資機材取扱、砂嚢作りや積土嚢各

訓練及び煙・起震車・放水等の体験を、消防署、消防団の

指示のもと行いました。

　また体育館ではAEDを使った心肺蘇生法の訓練をしま

した。

　今年、はしご車体験ができなかったのは残念でしたが参

加者280名、いつ来るか分らない災害に備えた訓練、貴

重な1日でした。

 

まちのイベントあれこれ

【夏祭り・子どもみこし祭り】

【敬老会】

【防災訓練】



　10月11日あいにくの雨となり明保小学校体育館でのミニ体育祭と

なりました。それでも元気よくチーム毎の「明保の輪(長なわとび)」で

競い合い、その後、宮音頭をみんなで踊りました。

　最後に恒例の「ドキュメント・ザ・誕生日」で締めくくり、賞品と

お弁当をお土産に、楽しい半日を過ごしました。

　晴天に恵まれた10月24日、新しいコミセンでの初めての文化祭が開催

されました。

　会場作りも上手くいき、例年通り、作品展、健康づくり推進協議会の体

験コーナー、明保小児童のフォトコンテスト、雨情情報コーナーや演芸等、

催しすることができました。

　イベントではハロウィーンと星空映画会を

行い夜までにぎわいました。

　11月23日 恒例の鶴田羽黒神社梵天まつりが、行われました。

　明保地区からは3本(親・子・孫)の梵天を奉納しました。コミセンを出発

するころ小雨が降り心配でしたが無事、担ぎあげました。

　参道を3本の梵天が揉みながら登る姿に、地域の方や見学に来ていた人

達から、喝采を浴びました。

　伝統を守り、継続するために毎年、実行委員の方々が頑張っています。

本当にありがとうございました。

　また、今年も宮祭り・宮梵天へ明

保地区の親・子ども梵天が勇姿果

敢に披露しました。

【体育祭】

【文化祭】

【梵天祭り】



めいほ あんなこと こんなこと

≪凧あげ教室≫1/24
「空高くあがるといいな〜」

≪ちびっ子農園≫5/17
「美味しい野菜できるかな?」

≪ふれあい昼食会≫6/5から毎月1回
「一人暮らしの方の食事会」おいしそう

≪サマーキャンプ≫8/22・23
「MLCが大活躍しました」

≪林で遊ぼう！≫9/27
「雨天の為コミセンで工作中」

≪役員研修旅行≫3/4
「日本未来科学館」で未来の世界に

≪春の交通安全週間≫5/11〜20
「今年も表彰されました」

≪フェンスアート≫6/13
「腕をふるって描きました!」

≪タイ料理教室≫9/9
「本場のタイ料理を味わいました」

≪文学の旅≫10/30
「雨情の生誕地 北茨城を訪れました」

≪フラワーロード≫5/9
「栃木テレビで放映されました」

≪ときめき講座≫5/21
「フリーアナウンサーの臼井佳子先生を招いて」

≪流しソーメン≫8/9
「お腹いっぱい食べました」

≪男の料理研究会≫9/17
「姜先生の指導で美味しい料理」

≪歩け中央公園≫11/3
「いつまでも元気で頑張ります」


